
は
じ
め
に

元
亀

･
天
正
年
間

の
南
津
軽
地
域

1
編
纂
物

･
由
緒
書
の
な
か
の
戦
国
時
代
-

青
森
県
津
軽
地
域
の
戦
国
史
を
解
明
す
る
う
え
で
､
同
時
代
史
料
が
少
な
い
こ
と
､

近
世
弘
前
藩
に
残
さ
れ
た
編
纂
物
と
盛
岡
藩
に
残
さ
れ
た
編
纂
物
が
記
す
戦
国
史
に
､

時
間
的
な
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
'
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
｡

近
世
期
成
立

の
編
纂
物
を
使
用
し
て
の
歴
史
的
事
実
の
解
明
が
､
非
常
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
こ

と
を
示
す
現
実
で
あ
る
｡

小
稿
の
目
的
は
､
こ
の
よ
う
な
編
纂
物
の
限
界
を
理
解
し

た
う
え
で
､
元
亀

･
天
正
年
間
の
南
津
軽
地
域
に
つ
い
て
､
同
時
代
史
料
で
あ
る
書

状
の
分
析
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
､
主
に
弘
前
港
内
で
作
成
さ
れ
た
編
纂
物
や
由
緒

書
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
､
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
O
な

お
､
こ
こ
で
い
う
南
津
軽
地
域
と
は
､
現
在
の
青
森
県
南
津
軽
郡
と
黒
石
市
､
な
ら

び
に
弘
前
市
の
乳
井

･
薬
師
堂

･
石
川
地
区
と
そ
の
周
辺
や
青
森
市
の
浪
岡
地
区
と

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
｡

ま
た
､
津
軽
地
域
の
戦
国
史
を
考
察
す
る
場
合
､
多
く
が
､
大
浦
為
信
の
南
部
勢

力
か
ら
の
独
立

･
津
軽
の
統

T
と
す
る
､
大
名
間
で
の
視
点
の
み
が
歴
史
的
事
実
と

さ
れ
て
き
た
｡

こ
の
こ
と
に
関
し
て
も
､
南
津
軽
地
域
の
戦
国
史
か
ら
､
再
考
を
加

え
る
も
の
と
す
る
｡

工

藤

弘

樹

さ
て
､
今
回
基
礎
史
料
と
し
て
使
用
す
る
の
は
､
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

ま
ず
､

同
時
代
史
料
で
あ
る
､
数
少
な
い
書
状
類
で
あ
る
｡

書
状
は
､
年
号
を
記
さ
な
い
の

が
通
例
で
あ
り
､
史
料
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
､
年
代
比
定
が
必
要
に
な

っ
て

く
る
｡
年
代
の
お
よ
そ
の
確
定
を
お
こ
な
い
､
内
容
に
つ
い
て
分
析
す
る
も
の
と
す

る
｡

次
に
､
『
信
直
記
』
･
『
東
日
流
記
』
と
い
う
､
盛
岡
藩
と
弘
前
藩
の
そ
れ
ぞ
れ

の
藩
祖
の

一
代
記
と
も
い
う
こ
と
の
で
き
る
編
纂
物
を
使
用
す
る
｡
こ
の
二
点
は
､

1
代
記
と
い
う
性
格
上
､
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
祖
に
つ
い
て
､
誇
大
な
記
述
や
不
名
誉
を

隠
す
な
ど
の
操
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
両
方

(-)

と
も
､
十
七
世
紀
後
半
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

つ
ま

り
､
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
､
戦
国
の
動
乱
期
を
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期
の
歴
史

認
識
を
土
台
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
史
料
批
判
を
お
こ
な

っ
た
う
え
で
､
同
時
代
史
料
を
補
う
史
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
｡

続
い
て
､

(･TJ)

文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
､
弘
前
藩
に
お
い
て
の
成
立
と
さ
れ
る
､
『
由
緒
書
抜
』
を

用
い
る
｡

十
九
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
の
史
料
で
は
あ
る
が
､
弘
前
藩
が
収
集
し
た
各

家
の
由
緒
書
に
つ
い
て
､
藩
内
で
考
察
を
加
え
た
う
え
で
ま
と
め
ら
れ
た
史
料
で
あ

る
｡

戦
国
期
に
つ
い
て
の
記
述
も
多
数
存
在
す
る
｡
こ
れ
も
史
料
批
判
を
し
た
う
え

で
､
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
｡

最
後
に
､
『
津
軽
編
覧
日
記
』
や

『
封
内
事
実
秘



苑
』
な
ど
の
､
弘
前
藩
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
編
纂
物
を
扱
う
こ
と
と
す
る
｡
ど
ち

ら
も
､
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
史
料
で
は
あ
る
が
'
弘
前
藩
に
お
け
る
官
撰
の
編
寡

(3一

物
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
り
､
そ
う
い
う
意
味
で
は
､
後
世
の
潤
色
が

加
わ
っ
て
い
て
も
､
全
く
の
物
語
の
創
作
と
い
う
の
は
'
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
｡

こ
れ
ら
編
纂
物
の
世
界
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
t

l
部
盛
岡
藩
側
の
編

纂
物
を
取
り
込
み
な
が
ら
'
歴
史
的
事
実
を
模
索
し
て
み
た
い
O

今
回
取
り
扱
う
由
緒
書
や
編
纂
物
は
､
記
し
て
あ
る
こ
と
を
す
べ
て
歴
史
的
事
実

と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
､
周
知
の
通
り
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
に
つ
い
て
'

(1･)

近
年
刊
行
の

『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
1
』
(以
下
､
『
県
史
中
世
-
』
と
表
記
)
･

T｢こ

『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』
(以
下
'
『
県
史
中
世
2
』
と
表
記
)
な
ど
の
自
治
体

史
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
'
論
を
組
み
立
て
る
も
の
と
す
る
｡
同
時
代
史
料
が
希
薄

な
南
津
軽
地
域
の
歴
史
的
事
実
を
､
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
C

帰
之
由
'
無
心
元
候
､
兎
角
其
口
之
儀
承
之
度
之
条
'
今
般
以
客
僧
中
ロ

染
筆
内
々
[∪

定
格

1
途
有
之
度

所
存
[u

t
其
許
之
儀
､
無
御
変
化
之
様
'
願
望
迄
候
而
巳
､
又
去
年
初
冬
之

[∪

､
郡
様
子
為
可
承
之
□
脚
力
之
処
'
□

去
候
儀
､

一
向
無
聞
得
無
心
元

候
､
其
ロ
へ
合
着
候
而
'
帰
路
之
刻
'
何
□

合
之
儀
も
候
歎
､
其
元
へ
ハ
無

間
得
候
鼓
､
猶
委
細
之
旨
､
従
七
森
雅
楽
助
所
可
中
人
候
条
､
令
略
候
､
恐
々

謹
言
､
追
而
令
啓
候
'
去
歳
差
下
斎
藤
利
左
衛
門
､
無
相
違
令
上
着
之
間
､
雑

二
懇
意
之
儀

ハ
為
悦
之
至
'
向
猶
渡
海
之
刻
'
彼
是
委
可
申
述
由
､
舟

路
之
計
存
分

二
様
無
之
候
て
､
延
引
無
心
元
口
､

(大
正
三
年
カ
)

三
月
十
六
日

大
草
寺義
氏

(花
押
影
)

2

一
､
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
の
中
の
南
津
軽
地
域

ま
ず
､
南
津
軽
地
域
の
戦
国
期
の
情
勢
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
史
料
を
提
示

す
る
｡【史

料

二

大
宝
寺
義
氏
書
状
写

(菅
江
真
澄

『
着
通
金
棟
菓
』
)

態
令
啓
達
候
'
ロ
去
々
年
巳
往
以
渡
海
互
二
委
申
承
之
事
'
本
望
満
足
迄
候
'

其
後
其
元
兵
革
之
儀
'
且
昏
□
床
鋪
□

'
度
々
勝
利
之
由
候
'
特
号
浅
瀬
石

地
'
其
外
十
余
ケ
城
降
参
之
間
'
大
光
寺
之
城
際
迄
被
押
詰
之
由
'
重
旧
冬
十

月
廿
日
l｢

七
森
雅
楽
助
所

へ
便
書
､
霜
月
十
七
日
二
上
着
､
即
相
之
□
'
可

然
仕
合
仕
候
之
段
､
令
存
候
'
其
前
後
､
態
預
使
候
処
'
相
煩
候
而
､
日
中
罷

こ
れ
は
､
永
禄
十

一
年

(
l
五
六
八
)
に
庄
内
屋
形
大
宝
寺
家
を
相
続
L
t
天
正

(b)

十

一
年

(
一
五
八
三
)
に
腹
心
前
森
義
長
の
謀
反
に
あ
い
横
死
し
た
'
大
宝
寺
義
氏

(丁)

の
書
状
写
で
あ
る
｡
菅
江
真
澄

『
着
通
金
棟
菓
』
に
記
さ
れ
て
い
る
二
の
写
し
は
､

義
氏
の
花
押
を
忠
実
に
模
写
し
て
い
る
ほ
か
に
､
長
い
こ
と
折
り
た
た
ん
で
擦
り
切

れ
た
と
思
わ
れ
る
様
子
ま
で
描
い
て
あ
り
'
正
文
を
実
際
に
見
て
写
し
た
も
の
と
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
宛
所
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
'
内
容
か
ら
鑑
み
る
に
､

大
浦
為
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

l･r;

こ
の
書
状
は
､
『
新
編
弘
前
市
史
資
料
編
1

(古
代

･
中
世
編
)
』
(以
下

『
弘
前

市
史
1
』
と
表
記
)
で
は
､
天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
､
『
新
青
森
市
史
資
料
編
2
古

(I.)

代

･
中
世
』
(以
下

『
新
青
森
市
史
2
』
と
表
記
)
で
は
､
天
正
三
年

(
一
五
七

五
)
に
年
代
比
定
し
て
い
る
｡
｢大
光
寺
之
城
際
迄
被
押
詰
之
由
｣
と
､
大
光
寺
城

の
城
間
際
ま
で
攻
め
て
い
る
こ
と

(大
光
寺
城
が
落
城
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な



い
｡
)
を
記
し
て
い
る
様
子
や
､
｢旧
冬
十
月
廿
日

ニ
､
七
森
雅
楽
助
所

へ
便
書
､
霜

月
十
七
日

二
上
着
｣
と
､
便
り
が
去
る
十
月
に
七
森
氏
を
介
し
て
到
着
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
に
､
天
正
三
年
と
す
る
見
解
に
分
が
あ
る
と
思
え
る
｡

さ
て
､

こ
の
書
状

の
中
に
､
戦
国
末
期

の
南
津
軽
地
域

の
情
勢
を
知
る
う
え
で
､

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
隠
さ
れ
て
い
る
｡

｢特
号
浅
瀬

石
地
'
其
外
十
余

ケ
城
降

参
｣
が
'
そ
の
部
分
で
あ
る
D
浅
瀬
石
城

(現
黒
石
市
高
賀
野
地
区
)
の
浅
瀬
石
千

徳
氏

の
他
､
十
余

の
城
が

｢降
参
｣
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
｡

こ
の
場
合

の
'
｢十

余

ケ
城
｣
と
は
､
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
｡

疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
史

料
を
示
す
｡

【史
料
二
】
東
日
流
記

(『
青
森
県
史
資
料
編
中
世

2
』

一
三
九

一
号
よ

り抄出
)

.･.～:-i
Jp

新
屋

･
尾
崎
両
人
､
大
和
守
大
浦

一
味
と
聞
て
､
と
か
く
御
所

へ

心

を
通し
､

大
光
寺

の
預
り
番
所
共
を
引
取
申
候

二
付
'
猿
賀
村
を
千
徳
大
和
守
う
は
ひ
か

へ
し
申
候
､
浅
瀬
石
人
数
に
木
村
越
後
を
頭
と
L
t
猿
賀
を
預

ケ
置
申
候
､
是

者

大
浦
様

へ
忠
節
に
致
候
､
か
や
う
に
大
光
寺
旗
元
の
も
の
心
か
わ
り
仕
候

二
付
､
大
光
寺
手
廻
斗
五
百
余
人
楯
寵
､
麦
か
し
こ
と
合
戦
を
は
け
ミ
候

へ
と

も
'
次
第

く

に
人
す
く
な
に
な
り
､
大
浦
勢

ハ
次
第
に
加
り
申
候
､

【史
料
三
】
封
内
事
実
秘
苑

天
正
元
突
酉
年

(中
略
)

(弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
)

尾
崎
並
新
屋
之
領
主
等
､
浅
瀬
石
大
浦
之
味
方
申
上
候
儀
承
り
､
さ
れ
バ
､

大
光
寺
之
滅
亡
も
不
遠
連
､
浪
岡

へ
随
身

の
趣
'
瀧
本
聞
及
甚
怒
之
'
先

(:,:･]

荒
屋
を
攻
め
､
此
時
領
主
源
次
郎
大
浦

へ
訴
訟
可
致
子
細
有
之
'
寄
合
之

絹
絹
･指

武
田
助
六
信
経
同
道
に
て
堀
越

へ
来
居
L
が
､
右
之
次
第
相
聞
得
､

早
々
馳
帰
候
処
'
最
早
大
勢
相
国
ミ
力
戦
不
相
叶
落
城
し
て
浪
岡

へ
至
､
武

田
助
六
者
討
死
致
候
､
然
に
､
尾
崎
に
て
も
此
事
を
聞
､
領
所

へ
去
り
'
同

じ
く
浪
岡

へ
落
行
候
'
浅
瀬
石
に
て
は
此
勢

二
乗
し
て
､
近
郷
不
残
手

二
人
､

猿
賀
に
は
舘
を
構

へ
､
家
臣
木
村
越
後
を
差
置
､
弥
御
威
勢
強
相
成
､
新
屋

･
尾
崎
の
両
人
も
､
后
は
御
味
方
に
相
成
候
､

『
東
日
流
記
』
は
'
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
に
津
軽
家
家
臣
の
高
屋
豊
前
守
浄

･'i
'

久
が
記
し
た
､
津
軽
為
信

l
代
記
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
｡
奥
書
に

は
､
｢先
達
而
申
上
候
通
､
数
年
之
儀
無
覚
束
奉
存
候
得
共
'
追
而
､
御
代

々
之
義
承

覚
候
趣
可
中
上
旨
被
仰
付
候

二
付
､
則

一
冊
書
記
奉
差
上
候
､
以
上
'
高
屋
豊
前
｣

と
記
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
､
『
東
日
流
記
』
に
は
､
そ
の
も
と
に
な
る
書

き
記
し
た
も
の
が
あ
り
'
そ
れ
が
時

の
弘
前
藩
主

の
目
に
と
ま
り
､
改
め
て

｢
T
冊

書
記
｣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

つ
ま
り
'
藩
命
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

の
が
､
『
東
日

流
記
』
な
の
で
あ
る
｡

こ
の
時
期
､
幕
府
で
は
'
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂

の
た
め
の
本

格
的
な
史
料
収
集
を
始
め
て
お
り
'
そ
の
風
潮
は
､
諸
藩
に
も
広
が

っ
て
い
た
と
忠

わ
れ
る
｡
『
東
日
流
記
』
作
成

の
背
景
に
は
'

こ
の
よ
う
な
､
幕
府
に
よ
る
史
料
収

(‖)

集
編
纂
事
業
が
､
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
､

こ
の
編
纂
物

の
も

つ
史
料
的
価
値
は
高

い
｡
さ
て
､
元
亀

･
天
正

年
間
を
考
察
す
る
小
論
に
お
い
て
は
､
『
東
日
流
記
』

の
も
と
と
な

っ
た
､
よ
り
古

(ll)

体
を
伝
え
る
書
を
史
料
と
し
て
提
示
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
し
か
し
､
現
在
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
写
本
は
､
管
見
の
限
り
で
は
'
脱
漏
カ
所
の
あ
る
も
の

一
点
し
か
な

い
o
そ
の
た
め
､
史
料
と
し
て
の
提
示
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と
考
え
た
O
ち
な
み

に
､
も
と
に
な

っ
た
書
は
､
記
述
内
容
か
ら
明
暦
四
年

(
一
六
五
八
)
に
成
立
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
他
に
写
本
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
､
御
教
示
願
い
た
い
｡
ま
た
､

3



『
封
内
事
実
秘
苑
』
は
､
工
藤
四
郎
右
衛
門
行

l
が
'
家
に
伝
え
て
あ

っ
た
藩
中
歴

代
の
履
歴
を
編
集
し
た
も
の
に
､
自
ら
諸
家
の
旧
記
を
捜
索
､
増
補
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
｡
文
政
二
年

二

八

一
九
)
成
立
と
さ
れ
る
｡
十
九
世
紀
成
立
の
史
料
で

･〓l

は
あ
る
が
､
前
述
の
通
り
､
官
撰
歴
史
書
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
二
つ
の
編
纂
物
に
共
通
す
る
部
分
が
､
新
屋
と
尾
崎
の
領
主
が
､
大
光
寺
を

見
限
り
'
波
岡
御
所
の
摩
下
に
属
し
て
い
く
と
い
う
部
分
で
あ
る
O

天
正
元
年

二

五
七
三
)
に
は
､
大
光
寺
城
は
未
だ
健
在
で
あ
り
'
新
屋
も
尾
崎
も
､
も
と
は
大
光

寺
の
指
揮
下
に
あ

っ
た
｡

後
述
す
る
が
､
こ
の
時
期
'
為
信
は
す
で
に
石
川
城
に
南

部
高
信
を
攻
め
て
自
害
に
追
い
込
ん
で
い
る
｡
普
通
に
考
え
れ
ば
､
大
光
寺
の
与
力

と
し
て
､
為
信
追
討
に
参
加
す
る
と
思
え
る
｡
あ
る
い
は
､
南
部
勢
力
を
見
切
り
､

為
信
の
支
配
下
に
入
る
の
で
は
な
い
か
o
L
か
し
､
彼
ら
は
､
時
の
人
と
な

っ
た
為

信
の
支
配
下
に
属
す
る
の
で
は
な
く
､
波
間
御
所
に
保
護
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
｡

こ
の
こ
と
は
､
こ
の
時
代
､
波
岡
御
所
の
権
威
が
､
い
ま
だ
南
津
軽
地
域
に

残

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
､
村
の
領
主
が
､
時
流
を
見
な
が
ら
'
自
分
の

所
属
を
自
分
の
意
志
に
基
づ
い
て
決
め
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
｡

そ
し
て
､
こ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実
か
ら
勘
案
す
る
に
､
【史
料

一
】
の

｢其
外
十

余
ケ
城
｣
と
は
､
新
屋
や
尾
崎
の
よ
う
な
'
村
の
領
主
､
ま
た
は
､
村
そ
の
も
の
の

城
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
O

浅
瀬
石
千
徳
氏
が
､
為
信
の
大
光
寺
攻
め
に
呼
応
し
て
､

大
光
寺
傘
下
の
村
々
を

｢木
村
｣
某
を

｢頭
と
し
｣､
そ
の
支
配
下
に
置
い
た
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ま
た
､
『
東
日
流
記
』
に
よ
る
と
､
こ
の
前
後
､
浅
瀬
石

千
徳
氏
は
､
為
信
に
属
し
て
い
た
小
笠
原
氏
と
の
縁
組
を
画
策
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､

浅
瀬
石
千
徳
氏
が
､
為
信
と
の
同
盟
関
係
を
結
ぶ
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
｡

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

『
東
自
流
記
』
で
は
､
縁
組
が
進
め
ら
れ
る
中
で
､
為
信
が
難

(詫
)

渋
を
示
し
､
浅
瀬
石
千
徳
氏
が
､
｢さ
ま
く

と
御
わ

ひ

申
上
候
､
御
返
事
ニ
'
左

様
二
候

ハ
1
互
の
首
尾
の
為
に
に
て
あ
れ

ハ
草

つ
と
あ
る

へ
き
事
と
被
仰
出
候
'
就

中
大
和
守
､
大
光
寺

〓

あ

者
後
藤
五
郎
左
衛
門
申
も
の
討
取
､
其
首
樽
に
添
て
差

上
申
候
二
付
､
祝
言
調
｣

っ
た
と
い
う
O
こ
の
こ
と
か
ら
､
こ
の
縁
組
は
､
結
果
と

し
て
､
対
等
な
同
盟
と
い
う
よ
り
は
'
為
信
高
位
な
同
盟
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
｡
こ
の
よ
う
な
不
平
等
な
同
盟
関
係
が
'
浅
瀬
石
千
徳
氏
の
為
信

へ
の

｢降

参
｣
と
し
て
書
状
に
表
れ
､
こ
の
同
盟
関
係
に
基
づ
い
て
､
浅
瀬
石
千
徳
氏
は
周
辺

地
域
を
攻
略
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
が

｢特
号
浅
瀬
石
地
､
其
外
十
余
ケ
城

降
参
｣
と
い
う
書
状
の
表
記
に
結
び
つ
く
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
浅
瀬
石
千

徳
氏
は
'
為
信
に
よ
る
大
光
寺
城
攻
略
の
局
面
で
､
同
盟
関
係
に
応
え
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

こ
れ
ら
の
編
纂
物
か
ら
は
､
大
光
寺
や
浅
瀬
石
千
徳
氏
'
為
信
の
よ
う
な
戦
国
大

名
の
活
動
と
と
も
に
､
南
津
軽
地
域
の
村
々
の
領
主
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
｡
こ
の
時
期
の
南
津
軽
地
域
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
､
大
浦
為
信
対
南
部
勢
力

だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
､
村
の
領
主
の
動
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
｡以

上
の
南
津
軽
地
域
の
情
勢
を
基
礎
と
し
て
､
次
に
､
南
津
軽
の
歴
史
の
転
換
点

と
な

っ
た
事
象
に
つ
い
て
い
く
つ
か
考
察
し
､
南
津
軽
の
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
追

求
し
て
い
き
た
い
｡

4

二
､
大
浦
為
信
､
南
部
高
信
を
攻
め
､
自
害
さ
せ
る



津
軽
側
の
編
纂
物
に
よ
れ
ば
'
大
浦
為
信
が
'
南
部
勢
力
か
ら
の
自
立
を
目
指
し

た
の
は
､
石
川
城
に
南
部
高
信
を
攻
め
､
自
害
に
追
い
込
ん
で
か
ら
と
い
わ
れ
て
い

(‖
一

る
｡
こ
の
事
象
に
つ
い
て
'
元
亀
二
年

(
一
五
七

二

に
位
置
づ
け
る
｡

一
方
､
南

都
側
の
編
纂
物
で
は
､
高
信
が
､
為
信
に
よ
る
石
川
城
攻
略
に
よ
っ
て
自
害
し
た
と

は
記
さ
な
い
｡
天
正
九
年

(
一
五
八

一
)
､
高
信
は
石
川
城
に
お
い
て
死
去
､
そ
の

後
､
高
信
に
か
わ

っ
て
､
時
の
三
戸
南
部
家
当
主
南
都
信
直
の
弟
政
信
が
､
波
岡
城

に
入
る
と
す
る
｡
そ
し
て
､
為
信
が
南
部
勢
力
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
の
を
'
天
正

十
八
年

(
一
五
九

〇
)
の
こ
と
と
記
す
｡

ど
ち
ら
が
歴
史
的
事
実
か
｡
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
､
以
下
の
史
料
を
提
示

す
る
｡【史

料
四
】
信
直
記

(『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
1
』
六
八
九
号
よ
り
抄
出
)

津
軽
騒
動
之
事

往
昔
津
軽
三
郡

ハ
安
信
ノ
御
時
代
御
手
二
属
シ
タ
ル
所
也
､
(中
略
)
高
信
逝
去

ノ
後
相
継
テ
郡
代
ヲ
置
玉
フ
､
然
ル
ニ
信
直
ノ
御
代
二
至
-
テ
､
御
舎
弟
彦
次

郎
政
信
ヲ
津
軽
ノ
郡
司
卜
定
ラ
レ
'
波
間
ノ
城
二
居
置
玉
イ
ヌ
､
(中
略
)
右
京

ハ
日
比
津
軽
三
郡
ノ
諸
百
姓
二
至
迄
ソ
レ
く

l/兼
而
仁
愛
ヲ
施
シ
､
恩
沢
ヲ

厚
セ
シ
カ

ハ
'
地
下
百
姓
二
至
迄
此
節
争
力
日
比
ノ
好
ヲ
忘
申
サ
ン
ト
テ
思
々

llL付
従
イ
ケ
レ
ハ
､
三
郡
ノ
勢
不
残
右
京
二
思
付
､
天
正
十
八
年
二
月
下
旬
tlL

両
郡
代
ノ
和
タ
ル
波
間
之
城
二
取
懸
攻
之
､
城
ノ
内
ニ
ハ
楢
山
剣
帯

･
南
右
兵

衛
思
モ
ヨ
ラ
ヌ
事
ナ
レ
ハ
､
上
ヲ
下

へ
ト
周
章
ス
､

【史
料
五
】
奥
南
旧
指
録

(『南
部
叢
書

第
二
冊
』
よ
り
抄
出
)

二
十
三
代
安
倍
公
御
代
之
事

右
馬
允
安
信
公
津
軽
三
郡
を
切
り
し
た
が
ひ
､
其
頃
津
軽
は
葛
西
の

一
族
領
し

け
る
､
或
時
安
信
公
の
命
に
依
'
御
舎
弟
左
衛
門
尉
高
信
公
津
軽
征
伐
の
軍
勢

を
催
し
､
既
に
御
出
馬
な
さ
る
べ
き
所
に
､
(中
略
)
其
後
､
左
衛
門
尉
安
信

公
の
命
に
よ
っ
て
石
川

の
城
に
居
住
し
細
髭

州
摘

叩

晴
政
公
の
御
代
迄
､

津
軽
三
郡
の
御
郡
代
と
し
て
津
軽
を
下
知
し
玉
ふ
､

高
信
天
正
九
年
に
卒
し
玉

ふ
｡【信
c.)

同
御
代
大
光
寺
光
愛
津
軽
退
去
並
羽
州
比
内
郡
従
服
之
事

･'.:)

先
年
津
軽
三
郡
南
部
の
御
手
に
属
し
'
石
川
左
衛
門
高
信
郡
代
と
し
て
波
岡
に

在
城
､
天
正
九
年
高
信
卒
し
て
後
､
信
直
公
の
御
代
と
な
り
'
高
信
の
御
次
男
､

信
直
公
に
は
御
舎
弟
､
彦
次
郎
政
信
公
と
申
し
け
る
を
城
代
と
し
て
､
政
信
公

い
ま
だ
御
若
年
な
れ
ば
､
後
見
と
し
て
大
光
寺
左
衛
門
光
愛
最

醐
･
大
浦
右

(マ
.I)

京
為
信
絹
S.pL
JbT
Bi,無
用

∵

浅
石

隠
岐
正
吉
を
附
置
玉
ふ
O

･㌧,-./

同
御
代
津
軽
郡
代
政
信
公
卒
去
並
大
浦
右
京
逆
意
之
事

天
正
十
六
年
三
月
津
軽
の
郡
代
彦
次
郎
政
信
公
御
病
気
危
急
の
よ
し
三
戸

へ
告

げ
来
る
､
(中
略
)
三
月
十
五
日
終
に
卒
去
な
さ
れ
け
る
､
(中
略
)
依
之
､
信

直
公
南
右
兵
衛

･
楢
山
帯
刀
を
郡
代
と
し
て
､
桜
庭
兵
助
を
添
え
ら
れ
波
間
の

城
を
守
ら
し
め
給

へ
ば
'
大
浦
右
京
も
此
の
人
々
の
下
知
を
請
る
､
(中
略
)

右
京
兼
て
津
軽
中
の
四
民
に
仁
愛
を
施
し
置
け
る
故
､
悉
く
右
京
に
従
ひ
摩
き

叛
逆
の
体
を
顕
し
け
る
､
(中
略
)
信
直
公
此
よ
し
を
御
聞
し
召
し
､
敵
勢
強

か
ら
ぬ
内
に
御
諌
伐
可
有
'
密
に
波
岡
の
城
代

へ
被
仰
越
け
る
を
'
右
京
洩
聞

て
急
に
人
数
を
催
し
天
正
十
八
年
三
月
下
旬
波
間
の
城

へ
取
懸
り
て
操
潰
さ
ん

と
攻
懸
る
､

『
信
直
記
』
は
､
南
都
側
で
作
成
さ
れ
た
軍
記
物
の

一
種
で
あ
る
が
'
内
容
的
に

は
､
前
述
の
通
り
盛
岡
藩
祖
南
部
信
直
の

一
代
記
と
考
え
て
よ
い
｡

成
立
は
､
遅
く

〇



〓

と
も
十
七
世
紀
第

3
四
半
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
､
信
直
の
事
績
に
つ
い
て

の
潤
色
は
否
め
な
い
が
､
そ
の
成
立
が
早
い
こ
と
か
ら
､
『
東
日
流
記
』
と
同
様
､

史
料
的
価
値
は
高

い
と
思
え
る
｡
ま
た
､
『
奥
南
旧
指
録
』
は
､
歴
代
の
南
部
家
当

主
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
編
纂
物
で
あ
る
｡
初
代
の
南
部
光
行
か
ら
二
五
代
と
さ
れ

る
晴
継
に
い
た
る
ま
で
は
､
年
代
記
調
に
､
二
六
代
と
さ
れ
る
信
直
以
降
は
､
各
辛

ド
.

象
ご
と
に
､
宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
)
ま
で
の
記
述
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
､

事
績
に
つ
い
て
､
よ
く
わ
か
ら
な
い
当
主
に
つ
い
て
は
､
記
録
し
な
い
と
い
う
編
慕

方
針
が
と
ら
れ
､
当
時
の
歴
史
学
で
の
､
明
確
な
歴
史
的
事
実
の
み
を
記
そ
う
と
す

る
編
纂
者
の
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡

『
信
直
記
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
､
『
奥
南
旧
指
録
』
を
は
じ
め
､
『
祐
清

(2)

(e
)

私
記
』
や

『
聞
老
遺
事
』
な
ど
､
南
部
側
の
編
纂
物
は
､

一
様
に
'
高
信
の
死
を
天

正
九
年
と
す
る
｡
ま
た
'
高
信
死
後
は
､
信
直
の
弟
で
あ
る
政
信
が
津
軽

｢郡
代
｣

に
就
任
す
る
も
､
天
正
十
六
年

(
l
五
八
八
)
に
逝
去
｡

そ
の
後
は
､
南
部
家

一
族

の
南
右
兵
衛

･
楢
山
帯
刀
が

｢郡
代
｣
と
な
る
が
､
天
正
十
八
年
､
大
浦
為
信
が
反

旗
を
ひ
る
が
え
L
t
津
軽
を
切
り
取

っ
た
と
す
る
｡
要
す
る
に
､
津
軽
が
為
信
の
手

中
に
収
ま

っ
た
の
は
､
天
正
十
八
年
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
り
､
津
軽
は
こ
の
時
期
ま

で
南
部
領
で
あ

っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
｡

し
か
し
､
為
信
が
､
南
部
方
と
は
別
に
､
独
自
の
ル
ー
ト
で
豊
臣
秀
吉
と
接
触
し

LS=.)

て
い
る
こ
と
を
表
す
史
料
が
存
在
し
､
天
正
十
七
年
に
年
代
比
定
さ
れ
て
い
る
｡
つ

ま
り
､
天
正
十
七
年
の
段
階
で
､
為
信
は
､
南
部
方
か
ら
自
立
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
南
部
側
の
編
纂
物
の
記
述
は
､
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
れ
か
ら
､
『
信
直
記
』
に
は
'
｢高
信
逝
去
ノ
後
相
継
テ
郡

代
ヲ
置
玉
フ
｣
と
あ
る
｡
｢相
継
テ
郡
代
ヲ
置
｣
く
と
い
う
記
述
か
ら
は
'
高
信
の

死
後
､
政
信
の
津
軽
入
部
ま
で
は
､

一
定
の
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
'
『
奥
南
旧
指
録
』
で
は
､
高
信
の
死
後
に

つ
い
て
'

｢信
直
公
の
御
代
と
な
り
､
高
信
の
御
次
男
､
信
直
公
に
は
御
舎
弟
､
彦
次
郎
政
信

公
と
申
し
け
る
｣
を
津
軽
に
派
遣
し
た
と
す
る
)
こ
こ
で
､
わ
ざ
わ
ざ

｢信
直
公
の

御
代
と
な
り
｣
と
こ
と
わ

っ
て
い
る
記
述
か
ら
も
'
高
信
逝
去
か
ら
政
信

の

｢郡

代
｣
就
任
ま
で
の
間
に
､

一
定
の
時
間
を
経
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｢l

以
上
の
こ
と

を
鑑
み
る
に
､
津
軽
側
の
編
纂
物
に
見
ら
れ
る
､
元
亀
二
年
に
高
信
自
害
､
そ
の
後
､

為
信
に
よ
る
津
軽
切
り
取
り
が
始
ま
る
と
す
る
津
軽
側
の
編
纂
物
の
主
張
の
方
が
､

歴
史
的
事
実
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
｡

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
､
次
の
書
状
を
読
ん
で
み
た
い
｡

【史
料
六
】
南
慶
儀
書
状

(『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
1
』

一
八

一
号
)

猶

々
申
候
'
七
戸
口
可
被
仰
継
候
由
承
候
､
肝
要
ltL被
存
候
､
横
内
相

続
ら
れ
候
内
二
､
時
宜
被
相
調
候

ハ
ん
事
肝
要
二
候
､

従
久
慈
御
帰
宅
被
成
候
由
承
候
者
'
自
是
可
中
人
㌧
存
候
虞
ニ
､
預
御
音
問
候
､

祝
着
之
至
二
候
'
如
仰
津
軽
郡
相
破
候
'
能
時
分
二
候
之
間
､
此
境
菖
郡
談
合

申
度
ケ
被
存
候
､
分
仙
七
戸
路
次
と
申
､
肝
要
二
被
存
候
条
､
無
底
意
被
仰
合

侯
様
二
御
意
見
可
為
専

1
候
､
然
者
先
日
重
1･E;
可
致
到
来
之
由
､
従
大
光
寺
被

申
候

つ
れ
共
､
今
詑
無
音

Lt候
'
無
御
心
元
存
候
､
随
面
白
大
浦
大
わ
に
被
攻

候
両
､
下
館
打
破
候

へ
共
､
日
暮
候
1･E
内
城
相
続
候
由
､
聞
得
候
'
大
浦

･
大

光
寺
先

々
相
菖
之
様
二
相
見
得
候
､
諸
事
自
三
戸
鰹
而
音
信
可
被
申
候
､
恐

々

6

謹

言

'

三

月

甘

四

日

八
戸
殿
御
返
事

慶
儀
判



こ
の
書
状
は
､
【史
料
五
】
ま
で
の
考
察
か
ら
､
為
信
に
よ
る
石
川
城
攻
撃
以
降

の
津
軽
の
状
況
を
表
し
て
い
る
史
料
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
｢大
浦

･
大
光
寺

先
々
相
菖
之
様
二
相
見
得
候
｣
か
ら
､
大
光
寺
と
為
信
が
実
際
の
戦
争
状
態
に
入
る

前
と
考
え
て
よ
い
｡
『
弘
前
市
史
1
』
や

『
県
史
中
世
1
』
､
『
新
青
森
市
史
2
』
は
､

元
亀
三
年

(
一
五
七
二
)
と
年
代
比
定
し
て
い
る
が
､
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
O

｢津
軽
郡
相
破
候
｣
と
い
う
記
述
か
ら
は
､
津
軽
地
域
で
の
南
部
氏
に
よ
る
秩
序
の

崩
壊
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
｡

l
方
で
､
｢自
大
浦
大
わ
に
被
攻
候
何
､

下
館
打
破
候

へ
共
､
日
暮
候
面
内
城
相
続
候
由
｣
と
い
う
表
記
か
ら
は
､
津
軽
内
で

の
南
部
勢
力
の
抵
抗
の
様
子
が
見
え
て
く
る
｡

こ
こ
に
出
て
く
る

｢下
館
｣
･
｢内

城
｣
が
､
ど
こ
を
指
す
か
不
明
で
あ
る
｡
た

だ

､
大
鰐
地
区

(現
南
津
軽
郡
大
鰐

町
)
で
為
信
に
敵
対
す
る
南
部
勢
力
が
存
在
し
､
城
攻
め
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
｡
城
の
性
格
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
､
少
な
く
と
も
､
為
信
が
石

川
城
攻
略
の
後
､
大
光
寺
城
攻
め
の
前
に
､
南
津
軽
で
攻
略
す
る
べ
き
城
が
あ

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
南
部
側
の
勢
力
と
し
て
､
為
信
に
抵
抗
を
続
け
た
城

(ま
た

は
村
)

の
存
在
は
､
否
定
で
き
な
い
歴
史
的
事
実
で
あ
る
｡

さ
て
､
こ
の
状
況
を
南
部
側
も
た
だ
見
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
｡
津
軽
側
の
編
慕

物
に
は
､
南
部
氏
に
よ
る
為
信
追
討
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
元
亀
二
年
八
月
の

八
戸
氏

(
一
部
､
信
直
と
記
す
も
の
も
あ
る
)
率
い
る
南
部
勢
が
､
鹿
角
口
か
ら
侵

入
を
は
か
っ
た
事
件
で
あ
る
｡
ち
な
み
に
､
南
部
側
の
編
纂
物
に
は
､
こ
の
よ
う
な

事
象
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡

【史
料
七
】
東
目
流
記

(『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』

二
二
九

一
号

よ
り

抄
出

)
･L.｣トp

石
川
之
城
落
､
大
膳
切
腹
之
由
､
南
部

へ
隠
れ
な
く
聞
二
へ
申
候
二
付
､

八戸

大
勢
引
率
押
寄
､
既
二
先
勢
大
鰐
叙

ケ
鼻
乃
下
宿
川
原
に
陣
取
､
八
戸
勢

ハ
南

部
之
内
開

ノ
｡
ト
と
申
処
ま
て
出
張
候
所
に
､
最

戸

此
義
を
聞
､

二
戸
を
責
落

し
可
申
由
に
て
人
数
を
催
し
九
戸
を
打
立
候
由
､
八
戸
方

へ
早
飛
脚
来
候
二
付
､

絶
間
よ
り
取
て
か

へ
し
､

二
戸
へ
懸
つ
け
申
候
得

ハ
､
九
戸
は
引
取
申
候
由
､

.
i

((
.='

元
来
九
戸

へ
南
部
出

陳

の

跡
を
責
可
申
旨
､
右
京
様
被
仰
合
置
候
由
御
座
候
､

･7.!や､

大
鰐
宿
川
口

□

大
光
寺
江
引
入

一
所
に
成
可
申
旨
仕
候
得
共
､
其
頃
乳
井
大
隅
､

高
畠
乃
城
を
攻
落
し
住
居
仕
候
故
､
大
光
寺
と

一
所
に
成
兼
､
宿
川
原
勢
､
高

畑
の
城
を
攻
申
候
､
折
節
侍
分
三
四
人
有
之
候
ゆ

へ
'
鉄
胞
間
遠
に
打
出
し
､

人
数
の
程
を
敵
に
知
せ
不
申
候
や
う
に
い
た
し
候
､
右
京
様
､
兼
平
中
書

へ
御

畑

意
被
成
候

ハ
､
高
畠

乃
城
定
空
貝
落
申
さ
る

へ
し
'
如
何
あ
ら
ん
鼓
と
被
仰
出

候
､
中
書
､
我
等
か
け
つ
け
可
申
候
､
討
れ
不
申
城
中

へ
乗
入
中
程
に
候

ハ
↓
､

城
者
落
さ
れ
申
間
敷
候
と
中
上
､
早
疾
に
か
け
つ
け
､
人
数
を
乗
わ
け
城

へ
入

申
候
､
其
後
さ
ま
/
＼
責
申
候
得
共
'
鉄
胞
は
け
し
く
打
懸
ら
れ
難
叶
'
鹿
角

勢
南
部

へ
引
入
申
候
､

【史
料
八
】
封
内
事
実
秘
苑

(弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
)

t
化
亀
1.
+
〕

八

月

二

日

､

南
部
表
に
て
石
川
落
城
大
膳
生
害

の
儀
聞
及
,
信
濃
信
直

絹
恥

銅

抑
約
㍍

縞

棚
細
,e
･｡
ら
大
軍
を
率
ひ
南
部
領
菖
麻
と
申
処
迄
出
張
､
先
陣

瀬
田
石
隠
岐
既

二
大
鰐
宿
川
原
迄
押
来
り
候
処
､
南
部
表
九
戸
甲
斐
守
此
隙

二

乗
じ
て
宿
昔
妄

達
せ
ん
と

一
戸
城
絹
鯛

絹

等

責
取
趣

二
付
､
信
濃
守
引
返

し

l
戸
に
趣
候
よ
し
､
依
て
宿
川
原

二
陣
し
候
隠
岐
が
勢
､
大
光
寺

へ
引
取
､

滝
本
と

1
処

二
可
成
妹

二
候
間
処
､
乳
井
大
隅
高
畑

二
於
て
相
支
候

二
付
､
隠

岐
守
高
畑
城

へ
取
懸
り
候

へ
ば
､
城
中
鉄
砲
を
以
て
桐
敷
相
防
候
故
､
不
叶
し

て
引
取
り
､
則
鹿
角
口
よ
り
南
部

へ
帰
候
'

こ
れ
ら
の
編
纂
物
に
よ
れ
ば
､
南
部
勢
は
､
援
軍
と
し
て
鹿
角
口
を
通
り
'
津
軽

7



へ
侵
攻
し
よ
う
と
し
た
が
'
九
戸
氏
の

二
戸
城
攻
め
の
た
め
､
本
隊
は
､
鹿
角
郡
普

麻

(現
秋
田
県
鹿
角
市
)
か
ら
引
き
返
し
､
先
陣
の
瀬
田
石
氏
の
み
が
､
津
軽
に
取

り
残
さ
れ
､
大
光
寺
と
呼
応
し
て
高
畑
城

(現
南
津
軽
郡
平
賀
町
高
畑
地
区
)
を
攻

め
る
も
叶
わ
ず
し
て
撤
退
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

こ
れ
ら
の
編
纂
物
に
は
､
高
畑
城
を
守
る
乳
井
大
隅
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

新
屋

･
尾
崎
の
領
主
の
取

っ
た
行
動
に

つ
い
て
は
､
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
｡
そ
れ

に
対
し
て
､
高
畑
城
の
乳
井
氏
は
､
為
信
に
味
方
し
て
戦

っ
て
い
る
｡
こ
の
時
期
､

南
津
軽
地
域
で
は
､
新
屋

･
尾
崎
の
領
主
の
よ
う
に
､
波
岡
御
所
な
ど
の
第
三
者
に

保
護
を
求
め
る
村
の
領
主
や
､
乳
井
大
隅
の
よ
う
に
為
信
に
味
方
す
る
村
の
領
主
が

い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
､
【史
料
六
】
か
ら
勘
案
す
る
に
､
為
信
に
敵

対
す
る
勢
力
も
存
在
し
て
い
た
｡

こ
の
よ
う
に
､
南
津
軽
の
地
域
で
は
､
さ
ま
ざ
ま

な
村
の
領
主
の
行
動
が
､
入
り
乱
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡
大

浦
為
信
に
よ
る
石
川
城
の
南
部
高
信
攻
撃
､
自
害
に
追
い
込
ん
だ
事
件
は
､
南
部
氏

に
よ
る
津
軽
で
の
た
が
が
は
ず
れ
'
ま
さ
に
戦
国
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
中
で
'
村
は
'
自
ら
の
生
き
残
り
を
か
け
て
､
時
の
権
力
者

と
向
か
い
合
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

李
で
あ
る
｡
愛
李
は
､
報
復
の
た
め
､
天
正
六
年
か
ら
八
年
頃
に
か
け
て
､
津
軽
に

(2)

侵
攻
し
'
為
信
と
戦
う
事
に
な
る
｡
波
岡
御
所
攻
撃
は
､
思
わ
ぬ
形
で
為
信
に
は
ね

返

っ
て
き
た
の
で
あ
る
｡

愛
李
の
津
軽
侵
攻
を
示
す
と
思
わ
れ
る
､
数
通
の
書
状
が
あ
る
｡
そ
れ
を
､
以
下

に
記
す
｡

【史
料
九
】
蛎
崎
入
道
阿
陀
書
状

(『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』

一
〇
九
五
号
)

(泣
岡L
;)

(陣
)

幸
便
之
条
､

一
筆
令
啓
達
候
'
仇
今
度
津
軽
∩

〓

∪

御
出
張
､
無
何
事
御
帰

陳

､

(耗

田信
長
)

(

f
崎
正
弘
)

御
目
出
令
存
候
､
然
而
従

上

様

御

切
紙
預
､
右

衛

門

大

夫

□
□
恭
奉
拝
候
､

即
以
切
紙
中
上
度
侯
得
共
､
便
宜
之
事

二
御
座
候
条
､
不
能
其
儀
候
事
､
御
心

(
F
国
師
季

)

得
畏
入
候
､
就
中
民

部

大

輔

･
右
衛
門
大
夫
分
而
御
懇
意
之
由
'
畏
入
令
存
候
､

然
而
上
洛
望

二
候
条
､
糠
部

ロ
へ
為
越
候
､
吾
等
老
者
之
事

二
御
座
候
得
共
､

今

一
度
懸
御
目
度
念
願
付
而
､
向
後
之
儀
､
子
共

二
猶
御
懇
奉
悪
外
無
他
事
候
'

何
も

御息中御
堅
固
､
目
出

二
存
候
､
恐
々
謹
言
､

8

(大

正｣[年カ)

十

月四日
(

比スヘキレ
テ
不
見
)

[
〓∪

殿

蛎
崎
入
道
阿
陀

(花
押
影
)

三
､
下
国
愛
李
､
津
軽

へ
侵
攻
す
る

次
に
紹
介
す
る
事
象
は
､
下
国
愛
李
に
よ
る
津
軽
侵
攻
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
天
正

四
年
前
後
､
大
光
寺
城
を
滅
亡
さ
せ
た
大
浦
為
信
は
､
そ
の
矛
先
を
波
岡
御
所
に
向

け
る
｡
そ
し
て
､
天
正
六
年

(
一
五
七
八
)
七
月
､
最
後
の
波
間
御
所
と
な

っ
た
北

畠
顕
村

(具
愛
)
は
､
自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
｡
こ
の
､
顕
村
の
岳
父
が
､
下
国
愛

御
宿
所

【史
料

一
〇
】
蛎
崎
入
道
徳
路
書
状

(『青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』

一
〇
九
六
号
)

追
而
申
候
､
巳
後
之
儀

ハ
不
存
候
'
今

ハ
秋
静

二
候
之
間
､
少
々
逗
留

二
波
岡
ロ
へ
可
参
と
存
候
'

新
春
之
御
吉
事
､
万
々
不
可
有
蓋
期
候
､
仇
去
年
者
鷹
為
上
申
候
処

ニ
､
御
祝

着
被
成
之
由
､
甚
六
満
足
之
由
申
候
､
殊
更
御
郡
中

へ
も
書
状
之
御
返
事
無
御

座
之
由
承
候
処

二
､
御
懇
之
返
事
多
山
恭
奉
存
候
､
此
等
之
趣
以
御
心
得
御
披

露
住
人
候
､
将
又
､
波
間
御
弓
矢
之
事
候
間
､
子

一
人
御
内
之
者

二
申
候
間
､

尤
若
者
差
為
越
可
申
候
得
共
､

一
円
若
輩
者
之
事
候
間
､
入
道
罷
越
候
て
'
詞



を
懸
可
申
心
底
候
条
､
猶
々
自
津
軽
委
細
可
中
上
候
'
如
此
段
頼
入
候
､
恐
々

謹

言

､
(天

正
七
年
カ
)

正

月
十
七
日

蛎
崎
入
道
徳
路

(花
押
影
)

奥
村
宗
右
衛
門
尉
殿
参

【史
料

一
二

嶋
崎
慶
広
書
状

(『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』

一
〇
九
七
号
)

追
而
申
候
､
其
口
へ
鷹
為
上
候
己
後
又
之
出
来
事
申
候
､
此
鷹
上
口
へ

(比
ス
へキ
しテ
見
ヘス)

上
事
∩
∪

候
間
口

∪

新
春
之
御
慶
､
万
々
不
可
有
蓋
期
候
'
仇
今
度
鯵
沢

へ
船
差
越
申
候
条
､
以
書

状
年
頭
之
御
礼
中
上
候
､
御
取
合
任
入
候
'
随
而
旧
冬
藤
右
衛
門
ハ
差
上
申
候

御
､
御
懇
之
至
､
又
鷹
生
為
上
申
候
刻
､
彼
是
言
外
御
懇
切
之
儀
共
､
過
分
奉

存
候
､
此
等
之
趣
､
御
心
得
候
て
御
申
奉
頼
候
'
今
度
殿
様

へ
昆
布
弐
百

･
玉

鯨

一
掛
進
上
申
候
､
船
頭

二
堅
申
付
候
得
共
'
遠
路
之
事

二
御
座
候
条
､
如
何

可
有
御
座
候
鼓
､
自
然
相
替
儀
御
座
候
は
～
委
可
被
仰
越
候
､
兼
又
､
此
方
之

事
､
静

二
御
座
候
条
､
老
父
波
間
口
へ
可
罷
越
之
由
申
候
条
､
自
律
軽
口
委
可

申
上
之
由
申
候
､
此
等
之
段
御
心
得
候
て
､
御
中
取
仰
候
事
候
､
重
而
可
申
候
､

恐

々
謹
言
'

(
天
正
し
年
T.I)

正
月
十
七
日

慶
広

(花
押
影
)

奥
村
□
□
□
門
殿
∩

∪

天
正
六
年
か
ら
同
七
年

(
一
五
七
九
)
に
年
代
比
定
さ
れ
て
い
る
三
通
の
書
状
で

∴
∵

あ
る
O

い
ず
れ
も
､
道
南
に
居
を
構
え
､
下
国
愛
李
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
塀
崎
氏

か
ら
､
愛
季
側
近
の
奥
村
氏
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
､
正
文
は
残
さ
れ
て
い
な

い
が
､
秋
田
藩
に
よ
る
修
史
事
業
で
作
成
さ
れ
た
精
巧
な
写
し
が
､
『
秋
田
藩
採
集

文
書
』
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
｡

【史
料
九
】
で
は
､
愛
李
の
津
軽
出
陣
が
無
事
終
わ

っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
様
子
を
伝

え
て
い
る
｡
為
信
に
よ
る
波
岡
御
所
攻
撃
が
天
正
六
年
七
月
､
そ
の
直
後
に
､
愛
李

が
軍
勢
を
動
員
し
て
津
軽

へ
侵
攻
し
て
き
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
書
状
で
あ
る
｡

ま
た
､
【史
料

一
〇
)
･
【史
料

l
l
)
は
､
同
日
の
目
付
で
'
蛎
崎
入
道
阿
陀

(徳

路
)
と
そ
の
子
の
嶋
崎
慶
広
か
ら
の
書
状
で
あ
る
｡
と
も
に
､
天
正
七
年
の
正
月
に

年
代
比
定
さ
れ
て
い
る
｡
愛
李
に
よ
る
津
軽
攻
め
が
､
こ
の
年
も
繰
り
返
し
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
､
天
正
六
年
か
ら
七
年
､
津

軽
に
攻
め
入
っ
た
の
は
下
国
愛
李
で
あ
る
こ
と
は
､
明
ら
か
で
あ
る
｡
し
か
し
､
こ

の
事
象
に
つ
い
て
､
『
東
目
流
記
』
に
は
､
い
っ
さ
い
の
記
述
が
存
在
し
な
い
｡
こ
3唖E

の
戦
い
は
､
為
信
が
あ
わ
や
戦
死
と
い
う
に
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
戦
い
で
あ
り
､

弘
前
藩
祖
の
不
名
誉
な
事
態
で
あ
り
､
記
述
を
控
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
｡
ま
た
､
津
軽
側
の
編
纂
物
に
は
､
攻
め
入
っ
た
の
が
大
光
寺
左
衛
門
の
二
子
､

六
郎

･
七
郎
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
愛
李
の
津
軽
侵
攻
を
､
過
小
評
価
､
あ
る

い
は
､
歴
史
的
事
実
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
｡

さ
て
､

一
連
の
下
国
愛
季
率
い
る
槍
山
勢
と
の
戦
争
の
過
程
で
起
こ
っ
た
沖
館
秤

(現
平
川
市
平
賀
沖
館
地
区
)
で
の
攻
防
戦
に
つ
い
て
､
『
由
緒
書
抜
』
の
中
に
､

興
味
深
い
記
述
が
あ
る
｡

【史
料

二

二

由
緒
書
抜

(『青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』

二
二
七
〇
号
よ
り
抄
出
)

御
家
老
与
力

佐
藤
源
司

右
先
祖
佐
藤
平
兵
衛
LL申
候
前
､

右
御
代
知
行
高
三
捨
石
被
下
置
'
惇
平
右
衛
門
井
妻
子
共
沖
館
村

御
城
内
二

住
居
仕
候
虞
､
桧
山
勢
弐
百
絵
騎

御
城
近
辺
江
押
寄
候
二
付
､
堀
越
江
罷
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越
中
上
候
虞
､

御
前
江
被

召
出
､
此
節
忍
ひ
参
ル
条
神
妙
二
被
思
召
､
御
具
足

一
領
拝
領
被

仰

付
､

早
々
助
勢
可
致
旨

御
意
を
蒙
り
､
則
夜
罷
帰
候
虞
､
御
助
勢

二
面
敵

退
散
仕
候
由
､

一
､
二
代
佐
藤
平
右
衛
門
義
､

右
御
代
所

々
御
征
伐
之
糊
､
相
務
田
舎
館
御
合
戦
之
節
軍
功
御
座
候
由
､

一
､
桧
山
勢
合
戦
之
糊
､
敵
弐
拾
騎
計
二
重
之
堀
を
沸
き
塀
を
越
る
虞
､
右

平
右
衛
門
女
房
上
LQ
大
石
井
挽
臼
等
投
懸
､
敵
四

･
五
人
打
落
候
由
､
其

後
達

上
聞
､
女
之
働
二
は
健
気
成
仕
方
､

御
感
被
思
召
､
為
御
茶
代

本
知
高
弐
斗
永
代
被
下
置
候
､
後
平
右
衛
門
三
拾
石
之
高
二
御
給
ひ
､
≡

拾
石
弐
斗
之
御
印
頂
戴
仕
候
由
､

『
由
緒
書
抜
』
と
は
､
自
家

の
先
祖
の
由
来
や
活
動
の
様
子
､
系
譜

･
姻
戚
関
係

な
ど
を
書
き
上
げ
て
弘
前
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書
を
､
藩
が
吟
味
を
加
え
､
ま
と
め

あ
げ
た
も
の
で
あ
る
｡

成
立
は
､
前
述
の
よ
う
に
､
文
化
三
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

l｣､

て
い
る
｡
由
緒
書
の
提
出
は
､
弘
前
藩
で
何
度
か
行
わ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
中
で
も
､

体
系
的
に
作
成
さ
れ
､
現
存
し
て
い
る
の
が

『
由
緒
書
抜
』
で
あ
る
｡
由
緒
書
は
､

当
事
者
の
利
害
関
係
が
絡
む
場
合
が
あ
り
､
作
成
の
段
階
で
､
偽
文
書
を
製
作
し
た

り
､
権
威
あ
る
人
間

(津
軽
で
は
､
為
信
な
ど
)
に
無
理
や
り
結
び

つ
け
る
な
ど
､

事
象
の
改
宗
を
お
こ
な
う
ケ

ー
ス
が
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
『
由
緒
書
抜
』
は
､

提
出
さ
せ
た
由
緒
書
を
､
当
時
の
歴
史
学
の
も
と
で
検
討
し
直
し
て
い
る
様
子
が
あ

(-tl)
り
､
信
用
に
足
り
る
事
象
以
外
は
残
さ
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

【史
料

二

二

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
て
み
る
｡
弘
前
藩
家
老
与
力
で

あ
る
佐
藤
源
司
先
祖

の
佐
藤
平
兵
衛
は
､
｢沖
館
村

御
城
内

二
住
居
仕
｣
り
､
槍

山
勢
が
沖
館
村
を
襲
撃
し
た
と
き
､
為
信
に
助
成
を
求
め
る
使
者
と
し
て
責
任
を
莱

た
し
､
｢具
足

一
領
｣
を
拝
領
し
て
い
る
｡
こ
こ
に
は
､
平
兵
衛
が
沖
館
村
の
城
内

に
住
居
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
｡
城
内
に
住
む
人
間
と
考
え
れ
ば
､
平

兵
衛
は
､
支
配
者
階
層
の

1
人
で
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
O
と
も
か
く
､
平
兵

衛
は
､
沖
館
村
の
命
運
を
か
け
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
｡

そ
し
て
､
二
代
目
で
あ
る

佐
藤
平
右
衛
門
の
項
に
は
､
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
｡

つ
ま
り
､
檎
山
勢
が

｢二
重

之
堀
を
沸
き
塀
を
越
｣
え
て
侵
入
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
､
平
右
衛
門
の
妻
が
､

｢上
よ
り
大
石
井
挽
臼
等
投
懸
､
敵
四

･
五
人
打
落
｣
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
､
ま
ず
､
戦
国
期
の
沖
館
村
の
城
に
は
､
二
重
の
堀
が
築
か

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
O
｢沸
き
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
水
堀
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
｡

T
つ
の
村
が
持

つ
城
と
し
て
は
､
か
な
り
大
規
模
な
も
の
を

坊
沸
さ
せ
る
｡
い
わ
ゆ
る
､
城
郭
状
集
落
か
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
､
平
右
衛
門

の
妻
が
上
よ
り
石
な
ど
を
落
と
し
て
､
槍
山
勢
を
打
ち
落
と
し
た
と
さ
れ
る
が
､
こ

の
､
妻
の
行
動
を
鑑
み
る
に
､
城
の
奥
で
慎
ま
し
く
し
て
い
る
姿
で
は
な
く
､
た

く

ま
し
い
女
性
の
姿
を
想
像
さ
せ
る
｡
『
由
緒
書
抜
』
の
中
に
は
､
女
性
の
戦
争
参
加

を
物
語
る
歴
史
的
事
実
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
時
代
､
戦
闘
は
成
人

男
子
が
行
い
､
女
性
や
老
人
､
子
供
は
そ
の
中
で
逃
げ
ま
ど
う
だ
け
と
い
う
､
戦
争

の

一
般
的
な
見
方
と
は
異
な
る
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
｡
佐
藤
源
司
の
祖

先
が
､
沖
館
城
で
ど
の
よ
う
な
地
位
に
つ
い
て
い
た
か
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
､

自
ら
の
城
､
ひ
い
て
は
村
を
守
る
た
め
に
父
子
､
妻
が
必
死
に
な

っ
て
い
る
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

さ
ら
に
､
檎
山
勢
の
津
軽
侵
入
の
際
､
南
津
軽
地
域
の
人
々
が
と

っ
た
行
動
に
関

す
る

『
由
緒
書
抜
』
の
記
述
を
以
下
に
示
す
｡
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【史
料

二
二
】
由
緒
書
抜

(『青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』

二
二
七
〇
号
よ
り
抄
出
)

御
目
付

田
中
太
郎
五
郎

右
先
祖
田
中
太
郎
五
郎
義
､

右
御
代
甲
州
南
部
占
罷
下
､
御
馬
添
被

召
出
､
新
知
百
石
被
下
置
候
由
､

(中
略
)

(天
正

t
年
)

同

年

秋

田
比
山
勢
三
百
人
徐
二
而
乳
井
茶
目
館
江
楯
寵
､
其
上
百
姓
共
大
方

一
味
仕
御
合
戦
之
節
､

御
身
代
二
罷
出
可
申
旨
中
上
､
御
甲

･
御
召
馬
共
拝
領
仕
､
防
戦
仕
､
其
節

討
死
仕
り
候
由
､

槍
山
勢
に
よ
る
津
軽
侵
攻
に
対
し
て

｢百
姓
共
大
方

一
味
仕
｣
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
｡
愛
李
の
津
軽
侵
入
に
対
し
て
､
そ
の
通
路
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
村
々

の
百
姓
が
､
為
信
に
つ
い
て
戦
う
の
で
は
な
く
､
愛
李
に

一
味
し
た
こ
と
に
な
る
｡

こ
の
こ
と
は
､
南
津
軽
地
域
が
､
完
全
に
為
信
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
｡
石
川
城
を
攻
め
滅
ぼ
し
､
大
光
寺
城
を
陥
落
さ
せ
た
後
で
さ
え
､
そ

の
指
揮
下
に
置
か
れ
な
い
地
域
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
あ
る
い
は
､
為
信
の
支
配
下

に
置
か
れ
て
も
､
こ
の
時
期
に
愛
季
方
に
寝
返
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
､
さ
ら
に
薄
情
な
行
為
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､

一
見

非
情
と
も
う
つ
る
行
為
は
､
戦
国
期
の
全
国
に
み
ら
れ
る
､

一
般
的
な
行
動
で
あ
っ

た
｡
こ
の
時
代
の
百
姓
ま
た
は
､
そ
れ
が
所
属
す
る
村
は
､
｢誰
で
も
い
い
､
強
いl･=..

も
の
に
つ
く
｣
と
い
う
､
武
士
達
の
主
従
の
哲
学
と
は
異
な
る
論
理
で
動
い
て
い
た
｡

自
分
た
ち
を
守

っ
て
く
れ
る
も
の
が
領
主
と
も
主
人
と
も
な
る
の
で
あ
る
｡
時
に
は

自
ら
の
保
護
を
求
め
､
時
に
は
徹
底
し
た
日
和
見
を
決
め
こ
む
O
ま
た
､
防
衛
の
た

め
の
戦
闘
で
は
､
女
性
で
あ
る
こ
と
な
ど
関
係
な
く
自
ら
の
村
を
守
る
｡
こ
の
時
代

を
生
き
て
い
る
者
の
､
す
さ
ま
じ
い
生

へ
の
執
念
を
感
じ
さ
せ
る
｡

以
上
､
下
国
愛
李
に
よ
る
津
軽
侵
攻
と
い
う
事
象
を
も
と
に
､
南
津
軽
地
域
の
秤

々
の
行
動
に
つ
い
て
見
て
き
た
｡
そ
こ
に
は
､
同
時
代
史
料
だ
け
で
は
明
確
に
で
き

な
い
､
村
々
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
た
｡
さ
ら
に
項
を
改
め
､
南
津
軽
地
域
の
歴
史

的
事
実
に
つ
い
て
探

っ
て
み
た
い
｡

四
､
南
部
勢
､
浅
瀬
石
城
を
奇
襲
す
る

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
'
天
正
十
三
年

(
一
五
八
五
)
の
南
部
勢
に
よ
る
浅
瀬
石

城
急
襲
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
事
件
の
概
要
を
知
る
た
め
､
以
下
に
史
料
を
提
示
す
る
｡

【史
料

一
四
】
『
東
日
流
記
』
(『青
森
県
史
資
料
編
中
世
2
』
二
二
九

一
号
よ
り
抄
出
)

天
正
十
三
年
､
浅
瀬
石
城
主
千
徳
大
和
守
不
儀
仕
侯
由
二
而
､
南
部
よ
り
大
勢

取
か
け
申
候
､
此
大
和
守

ハ
本
南
部
の
千
徳
よ
り
浅
瀬
石
城
代
申
付
置
候
処
､

(名
久
井
)

大
浦
様

へ
随
身
仕
候
科
に
て
切
腹
為
可
申
付
､
長

杭

日
向
守
大
将
に
て
､
四
月

(蛭目
)

四
日
､
三
千
之
人
数
に
て
糠
壇
の
鼻
と
ひ
る

か

ひ
山
と
の
間
を
越
し
､
烏
長
根

キ
ワタ
カ
タ
イ

の
大
切
所
を
越
え
､
黄

車

重

へ
か
～
り
､
黒
森
の
海
道
､
黒
石
欝
虫
野
に
陣
と

り
申
候
､
(中
略
)
浅
瀬
石
の
城
中
人
数
改
候
処
に
､
究
寛
の
者
と
も
三
百
人

(隻
折
)

御
座
候
を
し

は

り

戸
内
に
寵
置
､
掬
町
屋
七
百
間
之
も
の
を
集
め
候
得
共
､
刀

･
脇
差

･
鐘
は
勿
論
持
不
申
者
共
故
､
長
樟

･
棒
な
と
の
類
持
出
候
､
町
乃
女

(椎
子
)

(

t-山並)

共
に
ハ
長
樟
長
木
の
端
に
か
た

ひ

ら

･
手
拭
な
と
を
結
付
､
千
計
た
て

な

ら

へ

持
置
申
候
､

【史
料

一
五
】
『
津
軽
編
覧
日
記
』

(弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
八
木
橋
文
庫
)

1
､
浅
瀬
石
城
主
千
徳
大
和
守
本
南
部
之
侍
に
て
有
け
る
､
(中
略
)
浅
瀬
石

ll



之
城
中
に
は
究
寛
の
兵
三
百
余
立
篭
り
､
城
下
之
町
屋
七
百
軒
と
あ
り
た
る

に
'
男
子
分
十
六
以
上
刀

･
脇
さ
し
持
合
候
も
の
さ
し
出
す

へ
し
'
無
之
者

ハ
ロ

･
鎌

･
口
に
て
も
持
出
可
申
候
と
そ
ふ
れ
に
た
る
､
城
下
之
者
と
も
我

も
我
も
と
出
け
る
'
□
口
に
究
寛
之
者
共
千
余
人
刀

･
脇
さ
し
無
き
者

ハ
'

□

･
鎌

･
ロ
等
を
竹
之
先
又
棒
の
先
き

へ
結
付
'
手
々
に
持
て
出
に
け
り
～

(中
略
)
敵
､
若
城
き
り
ま
て
責
寄
塀
を
乗
越
ん
時
の
為
と
て
'
城
中
犀
き

ハ
愛
か
し
こ
に
大
釜
す

へ
湯
を
涌
し
其
内

へ
塩
を
入
り
'
か
し
立
て
そ
置
た

り
け
る
､
是

ハ
敵
既
に
犀
を
乗
越
ん
と
す
る
時
'
犀
か
け
よ
り
比
湯
を
く
ん

て
懸

へ
し
と
て
柄
の
長
き
柄
杓
を
添
て
女
共
に
申
付
其
所
々
に
置
渡
す
'

こ
の
二
つ
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
'
三
戸
南
部

1
門
で
あ
る
東
政
勝
に
よ

る
'
八
甲
田
越
え
の
奇
襲
事
件
の
様
子
で
あ
る
｡
【史
料

一
四
】
に
あ
る
'
四
月
四

日
頃
と
は
､
新
暦
で
の
五
月
上
旬
で
あ
り
､
雪
が
締
ま
っ
て
'
想
像
す
る
以
上
に
歩

(L:i)

き
や
す
く
な
る
と
い
う
｡
そ
の
時
期
を
狙

っ
て
､
当
時
の
三
戸
南
部
家
当
主
南
部
信

直
は
､
東
政
勝
に
軍
勢
を
率
い
さ
せ
､
｢不
儀
仕
候
｣
浅
瀬
石
千
徳
氏
を
急
襲
さ
せ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
事
象
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
た
め
､
こ
の
頃
の
南
部
氏
の
歴
史
的
背
景
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
｡

二
四
代
目
と
さ
れ
る
､
三
戸
南
部
家
当
主
晴
政
に
は
'
長
い
こ
と
嫡
子
と
な
る
男

児
が
な
く
､
娘
婿
の

一
人
で
あ

っ
た
信
直
を
後
継
者
と
決
め
て
い
た
｡
し
か
し
'
そ

の
後
晴
政
に
男
児
が
授
か
る
｡
後
の
晴
継
で
あ
る
｡
晴
政
は
､
信
直
を
廃
嫡
L
t
晴

継
を
後
継
と
す
る
が
､
こ
こ
に
､
晴
政

･
晴
継
派
に
東
政
勝
が
つ
き
'
信
直
派
に
は

北
信
愛
が

つ
い
て
の
内
紛
が
勃
発
す
る
｡

永
禄
末
年
頃
で
あ
る
｡

右
に
記
し
た
状
況
か
ら
考
え
る
に
､
浅
瀬
石
千
徳
氏

へ
の
急
襲
は
､
三
戸
南
部
家

中
の
内
紛
が
収
ま
り
､
信
直
が
政
権
に
就
き
'
あ
る
程
度
安
定
し
て
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
｡
信
直
の
家
督
相
続
は
'
天
正
十
年

(
一
五
八
二
)
前
後
と
考

1=X)I

え
ら
れ
る
｡
以
上
の
こ
と
か
ら
'
天
正
十
三
年
に
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
｡
ま
た
'
後
継
者
問
題
で
対
立
し
て
い
た
政
勝
に
軍
勢
を
預
け
､

攻
め
込
ま
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
'
こ
の
よ
う
な
推
定
が
可
能
に
な
る
｡

一
方
'
津
軽
で
も
'
天
正
十
三
年
は
､
大
浦
為
信
が
再
び
津
軽
地
域
支
配
の
た
め

に
動
き
出
し
た
年
で
あ

っ
た
｡
為
信
は
'
同
年
三
月
'
外
浜
制
圧
の
た
め
の
足
が
か

り
と
し
て
'
油
川
を
攻
め
'
掌
中
に
お
さ
め
る
｡
津
軽
側
の
伝
え
る
編
纂
物
で
は
､

三
月
二
十
八
日
に
油
川
を
攻
撃
L
t
油
川
城
主
で
あ

っ
た
奥
瀬
善
九
郎
を
､
田
名
部

(現
青
森
県
む
つ
市
)
に
敗
走
さ
せ
た
と
す
る
｡
編
纂
物
の
記
述
に
誤
り
が
な
け
れ

ば
'
南
部
勢
に
よ
る
浅
瀬
石
千
徳
氏
攻
め
は
'
為
信
の
油
川
攻
略
か
ら
､

一
週
間
の

間
隔
も
お
か
ず
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

以
上
の
よ
う
な
'
南
部

･
津
軽
側
の
情
勢
の
も
と
'
東
政
勝
を
大
将
と
す
る
浅
瀬

石
城
攻
め
が
行
わ
れ
た
｡
前
述
し
た
よ
う
に
､
浅
瀬
石
城
主
千
徳
氏
は
'
為
信
配
下

の
小
笠
原
氏
と
姻
戚
関
係
を
持

っ
て
い
た
｡
盟
約
で
結
ば
れ
た

一
角
を
切
り
崩
す
た

め
の
軍
の
派
遣
は
'
十
分
に
理
解
で
き
る
L
t
浅
瀬
石
城

へ
の
急
襲
と
し
て
は
'
八

甲
田
越
え
は
'
十
分
に
威
力
を
発
揮
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
o

実
際
'
浅
瀬
石
城
側
に
は
'
十
分
な
対
策
を
立
て
ら
れ
る
だ
け
の
時
間
的
余
裕
も

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
よ
っ
て
'
【史
料

一.
四
】
･
【史
料

一
五
】
が
示
す
よ
う
な
'

龍
城
作
戦
が
と
ら
れ
る
｡
【史
料

一
四
】
か
ら
は
'
｢究
意
の
者
と
も
三
百
人
御
座
候

(集
折
)

を
し

は

り

戸
内
に
寵
置
｣
く
他
に
'
町
屋
の
者
ど
も
に
は
'
｢長
樟

･
棒
な
と
の
類

(推子
)

持
出
｣'
女
ど
も
に
は
'
｢長
樟
長
木
の
端
に
か
た

ひ

ら

･
手
拭
な
と
を
結
付
'
千
計

'･r;#
l

た
て

な

ら

へ
持
置
｣
く
と
い
う
'
龍
城
の
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
｡

つ
ま
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り
､
正
規
の
軍
隊

(浅
瀬
石
千
徳
氏
の
動
員
可
能
な
人
々
)
の
他
に
､
城
下
の
者
ど

も
を
城
の
守
り
に
つ
か
せ
て
い
る
｡
ま
た
､
女
性
に
命
じ
た
と
さ
れ
る
､
惟
子
や
辛

拭
い
を
樺
や
棒
に
結
ば
せ
た
行
為
は
､
旗
指
物
を
増
や
し
て
の
兵
力
を
誇
張
す
る
た

め
の
方
策
で
あ

っ
た
と
思
え
る
｡

l
方
'
【史
料

1
四
】
に
は
､
記
さ
れ
て
い
な
い

事
象
が
､
【史
料

一
五
】
に
は
､
記
さ
れ
て
い
た
｡
【史
料

一
五
】
の

『
津
軽
編
覧
日

記
』
は
､
寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
､
木
立
要
左
衛
門
守
貞
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
｡
凡
例
に
よ
れ
ば
､
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
､
各
家
に
伝
わ

っ
た
旧
記
や
古
老
の
言
い
伝
え
を
､
真
偽
を
問
わ
ず
に
写
し
記
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
｡
守
貞
の
歴
史
書
編
纂
活
動
に
つ
い
て
は
､
『
弘
前
藩
庁
日
記

(御
国
)』
に
も

(凹)

見
ら
れ
､
そ
う
い
う
意
味
で
は
'
『
津
軽

一
統
志
』
･
『封
内
事
実
秘
苑
』
と
同
様
に
､

弘
前
藩
の
官
撰
歴
史
書
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
｡
こ
の
編
纂
物
の
中
に
は
､
天
正

十
三
年
の
南
部
勢
に
よ
る
浅
瀬
石
城
攻
め
に
対
し
､
町
屋
に
住
ん
で
い
た

｢城
下
之

者
と
も
我
も
我
も
｣
と
'
自
主
的
に
戦
争
に
参
加
し
て
い
る
様
子
を
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
る
｡
ま
た
､
｢城
中
犀
き

ハ
麦
か
し
こ
に
大
釜
す

へ
湯
を
涌
｣
か
し
､
敵
が

侵
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
､
上
か
ら
湯
を
か
け
る
と
い
う
へ
城
を
守
る
戦
術
が
記
さ

れ
て
い
る
が
､
そ
の
役
目
は
､
｢女
共
に
申
付
｣
ら
れ
て
い
た
｡

龍
城
戦
で
民
衆
が
城
に
入
る
こ
と
は
､
戦
国
時
代
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
で
あ

㍍
･

っ
た
.
こ
れ
を
､
城
あ
が
り
と
い
い
､

一
定
の
城
域
に
､
城
下
の
者
が
避
難
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
城
郭
を
作
る
こ
と
が
､
こ
の
時
代
に
は
よ
く
見
ら
れ
た
｡
ま

た
､
女
性
が
戦
闘
に
参
加
す
る
こ
と
は
､
先
の
､
沖
館
城
で
の
合
戦
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
､
特
異
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
｡
こ
の
時
代
の
民
衆
は
､
戦
い
の
中
で
逃
げ

ま
ど
う
だ
け
で
は
な
く

(逃
げ
る
こ
と
も
'

一
種
の
戦
法
で
は
あ

っ
た
が
)
､
積
極

的
に
戦
い
の
中
に
自
分
の
身
を
置
き
､
領
主
と
共
に
戦
う
こ
と
も
し
て
い
た
の
で
あ

る
｡
そ
し
て
､
天
正
十
三
年
の
､
南
部
勢
に
よ
る
浅
瀬
石
千
徳
氏

へ
の
奇
襲
戦
か
ら

は
､
南
津
軽
地
域
で
も
同
様
の
状
況
が
あ

っ
た
こ
と
が
､
編
纂
物
か
ら
明
ら
か
に
な

る
の
で
あ
る
｡

む
す
び
に
か
え
て

最
後
に
､

一
通
の
書
状
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
､
小
稿
の
む
す
び
に
か
え
た
い
0

【史
料

一
六
】
尾
崎
治
家
書
状
写

態

々
一
書
令
申
候
､
仇
而
此
間
其
元
米
指
越
候
処
､
無
何
事
御
通
､
恭
次
第
候
､

又
今
度
鹿
角

へ
用
所
に
て
米
指
越
中
候
､
此
等
之
趣
､
浅
利
殿

へ
も
断
申
候
而

通
候
条
､
不
相
替
計
御
通
候

ハ
1
可
為
恐
悦
候
､
阿
越

へ
も
重
而
申
達
候
､
恐

々
謹
言
､四

月
廿
三
日

尾
崎
左
衛
門
佐
治
家

判

し
ゃ
か
内
殿
御
宿
所

I;:I

こ
れ
は
､
沼
館
愛
三
氏
が
､
『
津
軽
諸
城
の
研
究
』
で
､
尾
崎
城
に
つ
い
て
の
記

述
の
中
で
､
写
し
取
っ
て
い
る
文
書
で
あ
る
｡
①
津
軽
の
米
を
鹿
角
に
移
送
す
る
か

ら
､
道
中
の
安
全
を
依
頼
す
る
こ
と
､
②
こ
の
こ
と
は
､
比
内
の
浅
利
氏

へ
も
断

っ

て
､
路
地
の
安
全
を
約
束
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
､
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
そ

し
て
'
内
容
よ
り
も
興
味
深
い
の
が
､
当
時
の
尾
崎
村
の
尾
崎
治
家
が
､
浅
利

一
族

･I∵l

と
見
ら
れ
る
釈
迦
内
氏
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
｡
こ
の
文
書
は
､

安
東
実
李
の
家
臣
で
'
後
､
国
替
で
秋
田
藩
佐
竹
氏
の
も
と
､
釈
迦
内
を
含
む
花
岡

村
の
肝
煎
と
な

っ
た
､
鳥
潟
氏
が
伝
え
た
文
書
で
あ
る
｡
｢尾
崎
左
衛
門
佐
治
家

判
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
沼
館
氏
が
調
査
し
た
段
階
で
､
す
で
に
､
後
世
の
写
し
で



あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
｡
し
か
し
な
が
ら
､
内
容
か
ら
勘
案
す
る
に
､
後
世
の
儀
文

書
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
儀
文
書
と
し
て
､
存
在
す
る
意
義
が
見

つ
か
ら
な
い
の
で

あ
る
｡

『
浪
岡
町
史
第
二
巻
』
で
は
､
尾
崎
治
家
の
官
途
に
注
目
し
､
推
挙
者
と
し
て
'

波
岡
御
所
を
想
定
す
る
｡
し
か
し
､
沼
館
氏
の
調
査
以
降
､
本
格
的
な
史
料
調
査
が

行
わ
れ
て
い
な

い
現
状
で
は
､
何
と
も
言
え
な
い
｡
た
だ
し
､
【史
料
二
】
･
【史
料

三
】
に
記
さ
れ
て
い
る
､
尾
崎
氏

一
族
の
活
動
に
つ
い
て
記
し
た
'
希
有
な
史
料
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
戦
国
期
の
尾
崎
氏
の
活
動
の
跡
が
'
こ
の
よ
う
な
形
で

∴∵

残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

以
上
､
四
節
に
わ
た

っ
て
､
戦
国
期
の
南
津
軽
地
域
の
情
勢
に
つ
い
て
見
て
き
た
｡

そ
こ
に
は
'
大
浦
為
信
対
南
部
勢
力
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
村
の
領
主
や

村
そ
の
も
の
の
歴
史
的
事
実
が
存
在
し
た
｡

こ
の
時
期
の
歴
史
学
研
究
で
'
同
時
代
史
料
と
し
て
の
書
状
類
の
年
代
比
定
は
必

須
の
条
件
と
な
る
｡
そ
れ
ら
に
つ
い
て
'
近
年
の
自
治
体
史
編
纂
活
動
は
'
指
標
を

示
し
て
く
れ
る
｡
そ
し
て
､
こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ

っ
て
､
は
じ
め
て
後
世
に
編
ま

れ
た
編
纂
物
の
､
歴
史
学
で
の
使
用
も
可
能
に
な

っ
て
く
る
｡
筆
者
に
よ
る
作
業
も
'

自
治
体
史
編
纂
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
O
十
分
な
史
料
批

判
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
安
で
あ
る
が
､
津
軽
に
お
け
る
'
為
信
の
南
部
勢

か
ら
の
自
立

･
津
軽
統

一
と
い
う
'
従
来
の
津
軽
で
の
歴
史
認
識
の
枠
で
は
捉
え
き

れ
な
い
､
当
時
の
村
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
､
小
論
の
目
的

は
達
し
た
こ
と
に
な
る
｡
今
後
も
､
津
軽
の
歴
史
に
お
い
て
'
歴
史
的
事
実
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
事
象
を
'
十
分
な
史
料
批
判
を
行

っ
た
う
え
で
､
明
確
に
し
て
い
き

た

い

｡
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